
別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載

ふくおか発
九州北部豪雨災害支援報告・記念講演

中村 哲さん講演会
（アフガニスタンで支援を続けている医師）

グリーンコープの輪・和・環
グリーンコープ生協おおいた

荒牧 大貴さん

幸福（しあわせ）になる
農業塾
第一期生研修報告

７

4・5

fromネグロス・
クリスマスキャンペーン
パプアとの連帯

2・3

６

２０１９年８月に発生した
九州北部大雨災害の被災者の皆様に
お見舞い申し上げます
これからも被災された皆様の
声を聴きながら、必要な支援を
続けていきます

　2019年8月27日から降り始めた記録的な豪雨は、
佐賀県、長崎県、福岡県に甚大な被害をもたらしました。
　グリーンコープでは、グリーンコープ生協さがが中
心となって、行政や自治会などと相談しながら、必要
な物資を被災された方たちに届けたり、組合員が炊き
出しを行うなどの支援活動を続けています。
※支援報告はホームページに随時アップしています

各地で起きている
災害への募金に、ご
協力いただきありがとうござい
ます。いただいた募金は支援活
動に活かされています。今後と
もどうぞよろしくお願いします。

こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
の

経
験
を
活
か
し
て

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
や

２
０
１
７
年
の
九
州
北
部
豪

雨
災
害
、
２
０
１
８
年
の
西

日
本
豪
雨
水
害
な
ど
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
避
難
生
活

に
お
け
る
負
担
が
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
に
と
、
物

心
両
面
で
の
支
援
活
動
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
活
か
し
、
大

規
模
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
た

佐
賀
県
の
武
雄
市
と
大
町
町

で
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
避
難
さ
れ
て
い
る
方

た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
避
難
所
に
食
べ
も
の
だ

け
で
な
く
、
洗
濯
物
干
し
台

の
設
置
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

な
ど
の
家
電
品
、「
避
難
所
の

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
で
は
ぐ
っ

す
り
眠
れ
な
い
」
と
い
う
方

の
た
め
に
マ
ッ
ト
レ
ス
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
域
に
あ
る

公
民
館
を
拠
点
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
必
要
と
さ
れ

る
物
資
を
、
そ
の
地
域
の
方

と
連
携
し
な
が
ら
お
届
け
し

ま
し
た
。
キ
ー
プ
＆
シ
ョ
ッ

プ
げ
ん
き
く
ん
の
み
せ
武
雄

店
の
ワ
ー
カ
ー
が
自
宅
周
辺

の
在
宅
被
災
者
の
方
の
声
を

聞
き
取
り
、
必
要
な
物
を
揃

え
て
希
望
す
る
お
宅
へ
お
届

け
し
た
り
、
組
合
員
か
ら
の

情
報
を
も
と
に
被
災
さ
れ
た

個
人
宅
へ
も
物
資
を
お
届
け

し
ま
し
た
。

食
べ
る
こ
と
で

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い

　

９
月
３
日
、
大
町
町
立
総

合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
避

難
所
で
、
約
１
０
０
人
分
の

食
事
を
作
り
配
食
し
ま
し
た
。

「
炊
き
出
し
な
ど
を
や
り
た
い

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

動
け
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
地
域
の
方
々
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
か
た
ち
で
、
組
合

員
が
一
緒
に
炊
き
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
に
九

州
北
部
豪
雨
災
害
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
福
岡
県
朝
倉

市
で
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
連

携
し
、
仮
設
住
宅
で
食
事
支

援
を
行
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
、
避
難
所
の
炊
き
出

し
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
避
難
さ
れ
た
方
た
ち

は
、
久
し
ぶ
り
に
食
べ
る
家

庭
の
味
と
朝
倉
の
皆
さ
ん
の

心
遣
い
に
感
激
さ
れ
た
よ
う

す
で
し
た
。

オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

想
い
と
力
で

　

様
々
な
支
援
活
動
の
経
験

を
持
つ
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
く
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
さ
が

は
、
そ
の
声
に
で
き
る
だ
け

応
え
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

避
難
所
へ
毎
日
届
け
る
昼
食

用
の
お
弁
当
は
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
の
店

舗
が
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協（
長
崎
）

を
は
じ
め
他
県
の
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
の
組
合
員
と
ワ

ー
カ
ー
ズ
、
職
員
も
、
さ
が

の
組
合
員
と
一
緒
に
炊
き
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
や

お
取
引
先
な
ど
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
カ
ン
パ
を
も
と
に
、
オ

ー
ル
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
想

い
と
力
を
合
わ
せ
て
、
被
災

し
た
地
域
や
被
災
さ
れ
た
方

た
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

組合員が協力して豚肉と厚あげの甘辛煮、野菜たっぷりスープ
など約１００人分の食事を作っているようす

浸水した産直青果生産者のハウス（福岡県久留米市） 8月28日のようす

▲地元の方たちが運営する子どもの居
場所。お菓子や食事などを提供した

避難所から要望があったマットレスを▶
届けた

※本誌は、10月18日最終校正で編集しました。
今般、日本各地で台風や大雨による大規模な災害が続
いています。被災された皆様には、謹んでお見舞い申
し上げます。現在、組合員の皆様に「台風19号災害
支援募金」をお願いしています。皆様からご協力いた
だいたカンパ金は、被災地の支援に活かしていきます。

これまでご協力いただいた支援募金の状況
（2019年10月18日現在）

◆2019年８月九州北部大雨災害支援募金
組合員カンパ 13,015,000円
取引先・生産者他カンパ 1,229,484円
　カンパ合計 14,244,484円
◆台風15号災害支援募金
（千葉県を中心とした大雨）
組合員カンパ 12,717,300円

◆台風13号・17号災害支援募金
（九州・沖縄の生産者支援）
組合員カンパ 6,262,200円

ご協力ありがとうございます。

（1）  第 414 号  （2019 年 11月 1日）

■発行：一般社団法人グリーンコープ共同体理事会
■編集：共生の時代・編集部　
■〒８１２－８５６１
　福岡市博多区博多駅前一丁目５番１号
　博多大博通ビルディング３階　
　ＴＥＬ０９２（４８１）７９２３
　ＦＡＸ０９２（４８１）７８７６
http : / /www . g r e e n c o o p . o r. jp /

みどりの地球を
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カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

10
周
年
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

　

７
月
11
〜
14
日
、10
周
年
を
迎
え
た
カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・

ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス 

（
以
下
、Ｋ
Ｆ
‐
Ｒ
Ｃ
）
の
記
念
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
、
組
合
員
や
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
代
表
が
参
加
し
ま
し

た
。
ネ
グ
ロ
ス
バ
ナ
ナ
の
発
祥
の
地
で
民
衆
交
易
の
原
点
で

あ
る
ネ
グ
ロ
ス
を
訪
問
し
、Ｋ
Ｆ
‐
Ｒ
Ｃ
の
設
立
経
過
を
共
有

す
る
と
共
に
、
農
業
を
志
す
若
者
た
ち
の
学
び
の
場
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た

ワ
ー
カ
ー
ズ
の
代
表
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　1986年にフィリピン・ネグロス島の飢餓救援に始まったクリスマスカンパ。
グリーンコープはその後30年以上を経た今も、ネグロスからアジア各地に拡
がった民衆交易でつながる人々のために、ずっと取り組みを続けています。
　組合員のみなさんから集まったカンパ金は、現地の人々が自立した生活がで
きるよう、循環型農業などの取り組みに活かされています。

　グリーンコープは、パプアのカカオ生産者と連帯し、民衆交易し
たカカオから作られたチョコレートを組合員に届けています。
　今、パプアでは、カカオ生産者のみなさんがさらなる自立をめざ
して自らの手でチョコレートを作るための「チョコレート工房＆カ
フェ」の建設を進めています。建設や機材購入のための資金には、
2018年から組合員に呼びかけ寄せられたカンパ金が使われてい
ます。工房＆カフェの建設が進んでいる様子を紹介します。

　昨年度より、集まったカンパ金の半分はこれまでどおり ＡＰＬＡをとおしてのアジアの支援活
動に活かし、半分はグリーンコープが直接、民衆交易の原点であるネグロスを支援していく活動
に活かしています。
※農を軸に地域の自立をめざすアジアの人々が出会い経験を分かち合うことを目的に活動するNPO法人

 010 011 は、
カンパの申込番号で
す。共同購入申込書
のこの番号のところ
に、カンパする口数を
ご記入ください。お1
人何口でもOKです。

ネグロスにある有機農業を学ぶための学
校。実践農場やセミナーハウスを備える。
無学や貧困のイメージがあった農業を、
若者が誇りを持ってできる農畜産業にす
るために、ネグロスとの連帯の象徴とし
て2009年に設立された。ネグロスの自
立に尽力した故 兼重正次さん(前グリー
ンコープ連合専務理事)を偲んで名づけ
られた。

30年以上続いてきた連帯の輪を
これからも拡げていきましょう 2019

fromネグロス
クリスマス
キャンペーン

カタログ36号別紙
（11月11日週配布）で

カンパの案内チラシをお届けします。

ネ
グ
ロ
ス
か
ら
始
ま
っ
た

連
帯

　

１
９
８
０
年
代
に
ネ
グ
ロ

ス
島
を
襲
っ
た
飢
餓
。
島
の

大
部
分
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
占
め
ら

れ
、
そ
こ
で
労
働
者
と
し
て

働
い
て
い
た
人
々
は
、
砂
糖

の
国
際
価
格
の
暴
落
に
よ
り

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
閉
鎖

さ
れ
た
こ
と
で
、
職
を
失
い
、

日
々
の
糧
を
得
る
こ
と
さ
え

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
の
生
協
や
市
民
団

体
は
、
共
同
で
日
本
ネ
グ
ロ

ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会

（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）
を
立
ち
上
げ
、

緊
急
支
援
に
動
き
ま
す
。
当

時
の
組
合
員
は
現
地
を
訪
れ
、

痩
せ
細
っ
た
子
ど
も
た
ち
を

目
に
し
て
、「
生
命
の
重
さ
に

違
い
が
あ
っ
て
い
い
の
か
」

と
、
帰
国
後
に
カ
ン
パ
を
呼

び
掛
け
、
ネ
グ
ロ
ス
と
の
連

帯
を
模
索
し
始
め
ま
し
た
。

　

ネ
グ
ロ
ス
の
人
々
に
寄
り

添
い
支
援
す
る
中
、「
こ
の

ま
ま
地
主
に
使
わ
れ
て
い
た

の
で
は
、
い
つ
ま
た
飢
餓
に

陥
る
か
分
か
ら
な
い
。
自
立

す
る
道
を
探
ろ
う
」
と
、人
々

の
意
識
は
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は

ネ
グ
ロ
ス
の
人
々
と
手
を
携

え
て
様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
、
共
に
マ
ス
コ
バ
ド
糖
や

ネ
グ
ロ
ス
バ
ナ
ナ
と
い
う
商

品
を
生
み
だ
し
ま
す
。
こ
う

し
て
、
南
（
開
発
途
上
国
）

の
人
々
が
生
み
だ
し
た
商
品

を
北
（
先
進
国
）
の
私
た
ち

が
利
用
す
る
こ
と
で
連
帯
す

る
「
民
衆
交
易
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

連
帯
は
ア
ジ
ア
各
地
へ

　

ネ
グ
ロ
ス
か
ら
始
ま
っ
た

民
衆
交
易
は
、
そ
の
後
ア
ジ

ア
各
地
へ
と
拡
が
り
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
エ
コ
シ
ュ
リ
ン

プ
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
、
様
々
な
交
易
品

を
生
み
だ
し
ま
し
た
。
一
方
、

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
活
動
を
引
き
継

い
だ
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
は
、
民
衆
交

易
で
つ
な
が
る
南
の
人
々
の

自
立
や
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

ネ
グ
ロ
ス
へ
の
緊
急
支
援

以
来
毎
年
、
組
合
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

カ
ン
パ
金
は
、
民
衆
交
易
で

つ
な
が
っ
た
ア
ジ
ア
各
地
の

人
々
が
自
立
し
た
生
活
を
お

く
り
、
地
域
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
様
で
持
続
可
能
な
農

業
を
行
う
た
め
の
資
金
や
、

教
育
資
金
な
ど
と
し
て
も
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
プ
ア
の
人
々
と

組
合
員
の
願
い
か
ら

生
ま
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　

カ
カ
オ
の
民
衆
交
易
は
、

「
児
童
労
働
の
な
い
、
農
薬

を
使
わ
ず
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
安
心
な
カ
カ
オ
か
ら
で
き

た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
た

い
」
と
願
う
組
合
員
と
、
カ

カ
オ
を
生
産
し
て
交
易
す
る

こ
と
で
自
立
を
願
う
パ
プ
ア

の
先
住
民
族
が
出
会
っ
た
こ

と
で
２
０
１
２
年
に
始
ま
り

ま
し
た
。

　

日
本
と
の
交
流
が
始
ま
る

ま
で
、
パ
プ
ア
の
人
々
は
カ

カ
オ
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
カ
カ
オ
が
お
い
し

い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
る
こ

と
を
知
る
と
、
驚
き
と
共
に

カ
カ
オ
の
生
産
に
対
す
る
喜

び
や
誇
り
が
生
ま
れ
、
品
質

の
良
い
カ
カ
オ
の
生
産
を
め

ざ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
日
本
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
他
地
域
で

作
ら
れ
て
い
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
作

り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。「
パ
プ
ア
で

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
り
、
販

売
す
る
」
と
い
う
構
想
が
生

ま
れ
、「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

房
＆
カ
フ
ェ
」
開
設
へ
と
動

き
出
し
た
の
で
す
。

パ
プ
ア
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

作
り
、
販
売
す
る

　

工
房
＆
カ
フ
ェ
が
で
き
れ

ば
、
生
産
者
自
身
が
自
分
た

ち
の
カ
カ
オ
か
ら
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
作
る
こ
と
を
学

び
、
よ
り
お
い
し
く
な
る
よ

う
工
夫
す
る
な
ど
、
生
産
へ

の
意
欲
を
持
つ
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
製
造
・
販
売

の
仕
事
を
生
み
出
す
こ
と

で
、
収
入
の
安
定
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
12
月
に
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
作
る
カ
フ
ェ
の

キ
ッ
チ
ン
（
厨
房
）
と
な
る

コ
ン
テ
ナ
が
、
パ
プ
ア
農
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
財
団
の

敷
地
に
到
着
。
２
０
１
９
年

４
月
か
ら
、
カ
フ
ェ
の
飲
食

ス
ペ
ー
ス
の
建
設
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
建
物
が
で
き

次
第
、
内
装
作
業
に
入
る
予

定
で
す
。
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
の
試
作

も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｆ‐

Ｒ
Ｃ
で
学
ぶ
人
々

は
、
共
同
生
活
を
し
な
が
ら

農
業
を
学
ぶ
こ
と
で
、
経
験

が
自
信
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
ネ
グ
ロ

ス
の
人
々
は
自
分
の
た
め
で

は
な
く
家
族
の
た
め
に
仕
事

を
し
て
い
る
と
い
う
の
を
聞

き
、
日
本
と
の
違
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族

の
た
め
に
、
自
分
が
一
生
懸

命
働
い
て
い
る
か
ら
、
他
の

人
を
大
事
に
で
き
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ネ
グ
ロ

ス
の
人
た
ち
は
み
ん
な
、
や

さ
し
さ
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
理
念

と
組
合
員
の
思
い
が
バ
ナ
ナ

で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も

実
感
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

経
験
を
ワ
ー
カ
ー
ズ
で
も
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

みなさんのカンパが、アジアの人々の自立を支えます

今年もカンパに
ご協力をお願いします！

fromネグロス・クリスマスカンパ（200円）
010

200円

fromネグロス・クリスマスカンパ（500円）

500円

011

カネシゲファーム・ルーラルキャンパス
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

前
列
左
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
ふ
く
お
か 

理
事
長 

三
原
幸
子

さ
ん
、
共
同
体
福
祉
委
員
会 

委
員

長 

宮
﨑
美
幸
さ
ん
、（
一
社
）グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
連
合
会 

理
事 

舟
木
由
子
さ

ん
、同
理
事 

江
戸
良
子
さ
ん

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
農
民
た

ち
と
の
交
流
を
経
て
、
多
様
な
作
物
を
育

て
る
取
り
組
み
を
始
め
た
若
手
農
民
た
ち

子
ど
も
た
ち
が
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ

い
て
学
べ
る
教
材
を
作
成

農
民
た
ち
が
別
の
農
園
を
訪
問
し

学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
の
研
修
生
た
ち

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
校
菜
園
を

作
っ
て
い
る
小
学
校

生
産
者
が
家
計
管
理
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
一
社
）
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
・

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
　

  

理
事
　
舟
木
由
子
さ
ん

進学や就職の機会を得られなかった若者たち
が、野菜の生産や養豚など多様な農業を学び、自
立した農民として生きることを学びます。

奥はキッチンとなるコンテナ、手前がカフェ飲食スペースの建設予定敷地

「パプア農村コミュニティ発展財団」の代表デッキー・ルマロ
ペンさん（写真右から３人目）とカカオ生産者の女性たち

カカオキタ社のメンバー総出の建設作業。左手前はデッキーさん

みんなで力を合わせて基礎工事 建物の骨組みができました！

※「パプア農村コミュニティ発展財団」は、パプアの先住民族が
自立するためのプログラムを実施している。デッキーさんは、
代表であり、カカオの買い付けをする「カカオキタ社」代表。
生産者が安定した収入を得られるよう日々奮闘している。

若い農民たちの国を越えた交流が実現して
います。ラオス

コーヒー産地であるエルメラ県の小中学校
に菜園を作り、子どもたちが食や農につい
て学ぶ機会を生みだします。

東ティモール
バナナやサトウキビの生産者の組織化や生
産管理を行っているＮＧＯが融資や農民の
学習プログラムを実施しています。

※食料主権のためのオルター・トレード・フィリピン財団(ＡＴＰＦ)

ネグロス ※

No.135

　現在私たちの国では、いのちと共存できない原発が
再稼働するなど、とても不安な状況が続いています。
　これからのエネルギーを考えて生まれた「グリーン
コープでんき」は、できるだけ安全なエネルギーが使え
る未来を見据えた、原発に頼らないエネルギーです。
実際、国内でもすでに地産地消でそうした生活を手に
している地域が存在するように、私たちの暮らしにも
実現可能です。
　子どもたちの未来のため、「グリーンコープでんき」
で暮らす人を増やしたいと願い、少しずつ輪を拡げてい
ます。２０１１年の東京電力福島第一原発事故後、ドイ
ツ、ベルギー、フランス、スイスなどフェイズアウト（段
階的撤廃）を表明し、脱原発に舵を切った国が増えて
います。自然エネルギー先進国に学び、日本の気候を
活かしたエネルギーを選択し、原発のない未来を子ど
もたちに残しましょう。私たちにはエネルギーを、「グ
リーンコープでんき」を選ぶ自由があるのですから。

「日本のエネルギーのこれから」

グリーンコープ共同体組織委員会

若宮物流センター太陽光発電所売電量
2,581kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーン未来ソーラー売電量
37,317kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
154,959kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
4,392kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
160,658kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量
6,764kWh

定格出力54kW（16世帯相当）

2019年8月の売電量

神在太陽光発電所売電量
116,030kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願
いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

一般社団法人グリーン・市民電力から

11,721人 1,117,118,000円
グリーンコープ・グリーン電力出資金

私たちの発電所

（　　　　　 ）2019年
9月25日現在

カカオの産地、インドネシア・パプア州は、250を超え

る先住民族が自然の恵みと共生し、豊かに暮らしてい

ました。カカオは、1950年頃オランダによってもたら

され、主に先住民族によって森の中で栽培されてきま

した。1969年にインドネシアに併合されてからは、イン

ドネシアからの移住民が経済を支配し、国内外の資本

による天然資源の開発によって自然破壊が進み、先住

民族が先祖代々守ってきた土地を追われるなど、暮らし

が脅かされています。先住民族の人々は、自分たちの生

活を守るためにも、経済的に自立したいと願っていま

す。

カカオの産地 パプア

チョコレート工房＆カフェの建設が進んでいます 猛暑の中、がんばっています

い
の
ち

※

インドネシア・パプア州カカオ生産者との連帯

カネシゲファーム・ルーラルキャンパス

カタログGREEN36号・37号で
カンパを受け付けます

※

 （2019 年 11月 1日）  第 414 号  （2）共 生 の 時 代（3）  第 414 号  （2019 年 11 月 1 日） 共 生 の 時 代


